












































































































































































































































































































































































































































No. ［契名］   ［年・月・日］  ［立契人］
1 賣契   康煕 30・10・ 2  程聖功等
2 出賣田契  康煕 30・12  程以溥
3 斷杜出賣屋契  康煕 47・ 2・1  程元馭
4 斷骨出賣田契  康煕 54・11・15  程侶望
5 斷骨出賣田契  康煕 55・ 2  鮑昌謨
6 斷骨出賣田契  康煕 55・ 2  程殿維
7 斷骨出賣田契  康煕 55・ 3・ 2  程良武
8 斷骨出賣田契  康煕 55・ 3・ 5  程阿季同男啓閏
9 斷骨出賣田契  康煕 55・ 3・20  程恭信
10 斷骨出賣田契  康煕 55・閏 3  程松年
11 斷骨出賣田契  康煕 55　  程良武
12 斷骨出賣田契  康煕 55・ 4・29  程漢明
13 斷骨出賣田契  康煕 55・ 4・30  程京武
14 斷骨出賣田契  康煕 57・ 6・ 6  程曽沆
15 斷骨出賣田契  康煕 59・ 4・28  程侶望
16 斷骨出賣田契  康煕 60・ 5・23  呉漢清
17 斷骨出賣田契  康煕 61・正月  程心翼
18 斷骨出賣田契  康煕 61・ 3  程建中
19 斷骨出賣田契  康煕 61・ 5  程以存
20 斷骨出賣基地契  康煕 61・ 8・ 5  程倬雲
21 斷骨出賣田契  雍正元・ 3  程正萬
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22 斷骨出賣田契  雍正 5・3・20  程養忠
23 斷骨出賣田契  雍正 11・ 7  程景周・弟岩五
24 斷骨出賣地契  雍正 13・4  程景周
25 賣契（歙県・契尾） 乾隆 12・ 8  江岷山
26 分單   乾隆 13・正月  程龍章
27 分單   乾隆 13・正月  程龍章
28 分單［鬮單］  乾隆 16・ 6  程祖徳・遅徳
29 召批   乾隆   程以順
30 召批   乾隆 21・10  程純嘏
31 召批   乾隆 24・閏 6  程伯兆
32 賣田契   乾隆 23・11  程龍章
33 賣契   乾隆 23・12  程天福
     附：騐契紙
34 賣契   乾隆 24・12  程龍章
35 契尾   乾隆 24 
36 賣契   乾隆 25   朱爽宜
     附：中華民国 3年買契執照
37 契尾   乾隆 25 
38 契尾   乾隆 26・7
39 賣契   乾隆 26・ 8  汪耀遠
40 賣契   乾隆 28・正月  呉抜賢
41 合同議墨  乾隆 29・ 7  程幼武・三喜・震魁
42 契尾   乾隆 29・ 9・ 8  程
43 契尾   乾隆 29・ 9・ 8  程
44 賣契   乾隆 38・10  程世瑞堂
     附：騐契紙
45 賣契   乾隆 38・12  張兆基
46 契尾   乾隆 39・4
47 下限執照・上限執照・納米執照（嘉慶 21年分兵米串票）嘉慶 21年 10都 2圖 4甲源具
48 下限執照・上限執照・納米執照（嘉慶 24年分兵米串票）嘉慶 24年 10都 2圖 4甲徳祥
49 鬮書   道光 2・10  程逮元・妻張氏所生弐子夢惠・夢態
50 鬮書   同上   同上
51 議召批合同  道光元・ 4  程照武
52 下限執照・上限執照・納米執照（道光 5年分兵米串票）道光 21年 10都 2圖 4甲源具
53 納米執照・上限執照・納米執照（道光 9年分兵米串票）道光 9年 10都 2圖 4甲源具
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54 下限執照・上限執照・納米執照（道光 10年分兵米串票）道光 10年 10都 2圖 4甲源具
55 下限執照・上限執照・納米執照（道光 11年分兵米串票）道光 11　10都 2圖 4甲源具
56 合同議墨（分鬮） 道光 11・12  程祖徳・遅徳
57 ［収］税票  道光 14・ 4  方啓儀
58 遺嘱   道光 17・ 6  程門潘氏・子金源・金澤・金凅
59 分鬮書   同上   同上
60 上限執照・納米執照 （道光 19年分兵米串票）道光 19年　10都 2圖 4甲徳祥
61 上限執照・納米執照 （道光 20年分兵米串票）道光 20年　10都 2圖 4甲徳祥
62 上限執照・納米執照 （道光 21年分兵米串票）道光 21年　10都 2圖 4甲徳祥
63 借票   咸豊 5・12  程金溥
64 下限執照・上限執照・納米執照（咸豊 11年分兵米串票）咸豊 11年 10都 2圖 4甲源具
65 杜賣契（白契）  同治 12・12  汪双慶・彭秀
66 収字   光緒 7・ 2  程金奎
67 賣杜契（白契）  光緒 18・12  程金枦
68 ［収］税票  光緒 19・10  程忠義
69 賣杜契   光緒 20・3  程有美
70 ［収］税票  光緒 20・3  程有美、程廣慶
71 賣契（白契）  光緒 26・ 3  程蓋聲
72 賣杜契   光緒 30・1  方國敘
     附：中華民国　買契執照
73 上限執照（祁門縣） 光緒 30   34都 2圖 10甲謝汝善戸的名起森
74 ［収］税票  光緒 31・ 2・26  方永春・永泰　程景秀
75 ［収］税票  光緒 31・ 2・26  程和馨
76 杜賣契（白契）  光緒 32・ 5  方大敘
77 當契   民国 3   方明弟・恒裕
78 杜賣契   民国 2・10  方門洪氏子發達
79 杜賣契   民国 2・10  方門洪氏
     附：中華民国　賣契執照　
80 當批   黄帝紀元 4609・11（民国 2年）方發達・同母洪氏
81 ［収］税票  民国 2・12  方永春・永泰
82 契紙   ＊民国 2・正月、NO.31民国 2年 10月、方門洪氏関連。
83 杜賣契（白契）  民国   汪門方氏
84 賣契（白契）  民国壬子・10  汪觀金
85 杜賣契   民国 3・ 2  汪觀金
     附：騐契紙
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86 ［収］税票  民国 3・ 2  王聲遠
87 ［収］税票  民国 3・12  方永泰
88 杜賣契（白契）  民国 4・ 4  汪 九
89 賣豆租批  民国 5・正月  程徳隆
90 ［収］税票  民国 5・12  汪殿英
91 杜賣契（白契）  民国 10・11  程友容
92 杜賣契（白契）  民国 10   程金壽
     附：騐契紙
93 當契   民国 10・12  程門陳氏
94 ［収］税票  民国 11・11  程永和
95 ［収］税票  民国 13・ 2  程聖轉
96 杜賣契   民国 13・ 2  程潜康
     附：騐契紙
97 當契   民国 16・  汪老排
98 借票   民国 17・12  程洋秀
99 借票   同上   程有朋
100 借票   同上   程□□
101 借票   同上   程松茂
102 借票   同上   程起炳
103 借票   同上   王觀元
104 借票   同上   程老灶
105 借票   同上   汪佃排
106 借票   同上   汪灶九
107 借票   同上   汪老排
108 借票   同上   汪明月
109 借票   同上   程灶
110 借票   同上   程老乗
111 借票   同上   程正十個
112 借票   同上   程灶富
113 借票   同上   程下三九
114 借票   同上   方益□
115 借票   同上   汪文和
116 借票   同上   汪五十
117 借票   同上   程起弟
118 借票   同上   程永昌
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119 借票   同上   程新慶
120 借票   同上   汪文之
121 借票   同上   王排九
122 承租批（2通作成） 民国 20・  汪連松
123 當［茶園］契  民国 20・ 8  程有甫・春甫
124 當契   民国 22   程老弟
125 上限執照・納米執照 （民国 22年分兵米串票）民国 22年　10都 2圖 4甲源隆
126 納米執照  （民国 22年分兵米串票）民国 22年　10都 2圖 4甲徳祥
127 上下忙田賦執照  （民国 25年分兵米串票）民国 25年　10都 2圖 4甲徳祥
128 上下忙田賦執照  （民国 25年分兵米串票）民国 25年　10都 2圖 4甲源隆
129 田賦串票  民国 24    10都 2圖　　信中
130 田賦串票  同上    10都 2圖　　怡豐
131 田賦串票  同上    10都 2圖　　徳祥
132 田賦串票  同上    10都 2圖　　恒茂
133 田賦串票  同上    10都 2圖　　允成
134 田賦串票  同上    10都 2圖　　大燧
135 田賦串票  同上    10都 2圖　　大熹
136 田賦串票  同上    10都 2圖　　大熊
137 田賦串票  同上    10都 2圖　　大煜
138 田賦串票  同上    10都 2圖　　長茂
139 田賦串票  同上    10都 2圖　　大燈
140 田賦串票  同上    10都 2圖　　興遠
141 田賦串票  同上    10都 2圖　　源隆
142 田賦串票  同上    10都 2圖　　長成
143 田賦串票  同上    10都 2圖　　三以
144 田賦串票  同上    10都 2圖　　金發
145 田賦串票  同上    10都 2圖　　灶生
146 田賦串票  同上    10都 2圖　　訓一
147 田賦串票  同上    10都 2圖　　徳成
148 田賦串票  同上    10都 2圖　　大
149 田賦串票  同上    10都 2圖　　以溥
150 田賦串票  同上    10都 2圖　　永具
151 田賦串票  同上    10都 2圖　　以永
152 田賦串票  同上    10都 2圖　　徳
153 田賦収據  民国 27年度   10都 2圖 4甲源隆
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154 田賦収據  民国 27年度   10都 2圖 4甲徳祥
155 田賦収據  民国 28    10都 2圖 4甲怡豐（程金元）
156 賣契（白契）  民国 31   程永年
157 賣地契   不明   江
158 當屋基契  不明   方呉嫂
159 戒文？   不明 
160 （貮房）鬮書  光緒 11・2  程新丁・進寶・林烈（程阿汪氏の序あり）
B. 簿冊
1 乾隆 13年 6月  十甲一戸程季和戸　田地山塘簿
2 道光 13年正月  十甲一戸程景秀戸　田地山塘簿（實徴冊）
3 光緒 17年 2月  十甲一戸程景秀戸　田地山塘簿・清冊（實徴底冊）
4 不明   十甲一戸程景雲戸　田地山塘簿（實徴冊）
5 不明   十甲一戸程惟雲戸　田地山塘簿（實徴冊）
6 光緒（同治 6年過戸） 二十五都一圖十甲方永萬戸實徴冊
7 不明   三甲程應王戸　　　田地山塘簿（實徴冊）
8 光緒 17年 4月  十五都二十一圖村閤編戸官則
9 光緒 24年 9月  八股零山各戸税畝































モット（Joseph  P. Mcdermott）‘The Huichou Sources－ A Key to the Social and Economic History 
China－’（『アジア文化研究』15、1985年）、劉重日「徽州文書の収藏・整理と研究の現状
について」（『東洋學報』第 70巻、第 3・4號、1989年）、臼井佐知子「徽州文書と徽學研究」
（『史潮』新 32号、1993年）、鶴見尚弘「中国社会科学院歴史研究所収藏整理『徽州千年契約
文書』」（『東洋學報』第 76巻、第 1・2号、1994年）があるほか、中国科学院歴史研究所収集
整理『徽州千年契約文書』の内容を分類し解説を加えたものとして、周紹泉著・岸本美緒訳
注「徽州文書の分類」（『史潮』新 32号、1993年）がある。
2 時代によって行政区分に変化が生じ、公的地名が変更されたことにともない、博物館の呼称
も変化している。本文では、屯渓区博物館と記しておく。
3 数百件程度の文書を所蔵している機関や個人は多数存在する。
4 明清時代、徽州出身の商人もしくはその後裔が全国規模で活躍し、とりわけ長江一帯で「無
徽不成鎭」といわれたように、揚州、杭州、蘇州、南京、蕪湖、安慶、武昌、漢口など江南
デルタ地帯を中心として長江沿岸、さらには全国各地に進出し、その地の経済や社会に大き
な影響を与えた。また、文化教育が高い地であり、朱子をはじめとして多くの思想家、画家、
書家などを輩出した。さらに、徽州を祖地とし晩年ここに住んだ朱熹の影響の下、宗族関係
が強固な地域でもあった。
5 中国社会科学院歴史研究所収集整理『徽州千年契約文書』所収の文書中、最も古いものは、
南宋の淳祐 2（1242）年のものである。
6 1987年 11月の中国社会科学院歴史研究所教授周紹泉氏等の聞き取り調査によれば、実際の経
緯は、従来言われてきた経緯とはいささか異なるようである。周紹泉氏の聞き取り調査の詳
細な記録は残されているが、その全体は現時点では未発表である。
7 孝子・節婦など人の模範たるべき行為・功労のあった人を表彰し記念するために建てられた
屋根のある門の形をした建築物。多くは高官の職に就いた者が両親や祖父母のために寄付を
行い建造した。
8 「典」と「當」は、土地など不動産を担保とする金銭の借り入れを意味する。「借約」は担保
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がない場合の金銭の借り入れである。また、土地を担保にする場合も、不動産の収益権また
は使用権を保留するかわりに利息を支払う場合と、収益権または使用権を債権者に譲渡する
場合とがある。後者はときに、売買と同様な意味をもつ。
9 渋谷裕子は文書よりも聞き取りを中心として研究を行っている。
